
I N F O R M A T I O N

く
ら
し
の
情
報

市
有
地
を
売
り
払
い
ま
す

　

市
有
地
を
公
募
で
売
り
払
い
ま
す
。

売
り
払
い
先
は
抽
選
で
決
定
。
詳
し

く
は
「
売
払
い
案
内
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

案
内
の
配
布
＝
１
月
16
日
㈪
か
ら
市

役
所
市
街
地
整
備
課
・
区
画
整
理
課

で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

■申
１
月
27
日
㈮
ま
で
に
各
課
へ
直
接

■問
区
画
整
理
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
９
１
２

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
と
保
険
料
の
納
付
が
法
律
で
決
め

ら
れ
た
義
務
で
す
。
年
金
は
老
齢
年

金
の
ほ
か
、
け
が
や
病
気
な
ど
で
一

定
の
障
害
が
残
っ
た
ら
受
け
ら
れ
る

障
害
年
金
な
ど
の
保
障
も
あ
り
ま
す
。

20
歳
に
な
る
と
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
国
民
年
金
加
入
の
案
内
通
知
を
郵

送
。
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い

場
合
は
、
申
請
で
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
や
免
除
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例

制
度
や
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制

中
退
共
加
入
企
業
は
補
助
申
請
を

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
た
企
業
へ
補
助
金
を
交
付
。
対

象
企
業
に
は
１
月
下
旬
に
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
27
年
２
月
〜
昨
年
12
月

に
同
制
度
に
新
規
・
追
加
契
約
し
た

市
内
企
業

■申
１
月
30
日
㈪
〜
２
月
10
日
㈮
に
産

業
政
策
課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
９
８
５
）
へ
直
接

臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
２
月
か
ら

　

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
対
象
と
思
わ
れ
る
人
へ
１
月
下
旬

に
申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。
受
け
付

け
開
始
は
２
月
１
日
㈬
か
ら
。
申
請

後
約
１
カ
月
で
、
給
付
金
（
１
人
１

万
５
，
０
０
０
円
）
を
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
①

昨
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
②
市
民
税
均
等
割
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
（
た
だ
し
、
課
税

者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人
や
支
給

決
定
前
に
亡
く
な
っ
た
人
、
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

■申
２
月
１
日
㈬
〜
５
月
31
日
㈬
に
郵

送
で
。
申
請
書
に
記
入
し
、
添
付
書

類
を
同
封
し
て
返
信
用
封
筒
で

■問
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
１
１
９
２（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

農
業
用
軽
油
は
手
続
き
で
免
税
に

　

農
業
に
使
用
す
る
機
械
の
軽
油
は
、

所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、
軽

油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
前
橋
行
政
県
税
事
務
所
☎
０
２
７

―
２
３
４
―
１
８
０
０

度
も
あ
り
ま
す
。

　

将
来
や
万
が
一
の
た
め
に
必
ず
加

入
し
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
市
民
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

２
５
４

緑
化
相
談
所
の
利
用
を
受
け
付
け

　

植
物
な
ど
の
展
示
が
で
き
る
敷
島

公
園
ば
ら
園
緑
化
相
談
所
の
来
年
度

分
の
利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
調

整
を
行
い
、
調
整
以
降
に
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
３
月
８
日
㈬
か
ら
順
次

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

面
積
＝
約
１
０
３
平
方
㍍
（
半
面
使

用
可
）

使
用
時
間
・
料
金
＝
〈
午
前
９
時
〜

正
午
〉
１
，
０
８
０
円
〈
正
午
〜
午

後
５
時
〉
１
，
５
１
０
円
〈
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
〉
２
，
５
９
０
円
（
半

面
使
用
の
場
合
は
半
額
、
販
売
や
入

場
料
な
ど
の
料
金
を
徴
収
す
る
場
合

は
、
料
金
加
算
あ
り
）

申
込
書
の
配
布
＝
公
園
管
理
事
務
所

か
ば
ら
園
管
理
事
務
所
で
。
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す

■申
２
月
15
日
㈬
ま
で
に
ば
ら
園
管
理

事
務
所
（
☎
０
２
７
―
２
３
２
―
２

８
９
１
）
へ
直
接

対
象
＝
小
１
以
上
、
先
着
各
12
人

費
用
＝
各
５
，
０
０
０
円

■申
同
館
へ

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
３
３

□
親
子
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

日
時
＝
１
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯
・
29

日
㈰
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
29
日
午

後
１
時
〜
３
時

内
容
＝
群
馬
医
療
福
祉
大
の
学
生
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
２
５
４
８

□
合
唱
団
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
定
期
演
奏
会

日
時
＝
２
月
12
日
㈰
午
後
２
時

会
場
＝
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
（
日

吉
町
一
丁
目
）

□
市
民
天
文
教
室
「
冬
の
星
座
観
察

と
月
の
撮
影
会
」

日
時
＝
２
月
４
日
㈯
午
後
６
時
〜
８

時
（
雨
天
・
曇
天
時
は
先
着
２
０
０

人
ま
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
）

■申
当
日
午
後
５
時
45
分
〜
６
時
に
同

館
へ
直
接

書
き
初
め
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
書

き
初
め
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
27
日
㈮
〜
30
日
㈪
、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
30
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

■問
学
校
教
育
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
６
４

特
別
支
援
児
童
生
徒
の
作
品
展
示

　

特
別
支
援
学
級
や
特
別
支
援
学
校

の
児
童
生
徒
が
描
い
た
絵
画
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
２
日
㈭
〜
５
日
㈰

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ワ
イ
エ

■問
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
☎
０
２
７
―
２

３
０
―
９
０
９
５

空
き
家
の
こ
と
専
門
家
に
相
談

　

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
24
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
一
般
、
先
着
12
人　

■申
１
月
23
日
㈪
か
ら
空
家
利
活
用
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
０

８
１
へ

□
不
審
な
出
入
り
が
あ
れ
ば
連
絡
を

　

空
き
家
で
不
正
薬
物
を
取
り
引
き

す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
知

ら
な
い
人
が
出
入
り
し
て
い
た
ら
、

東
京
税
関
前
橋
出
張
所
に
連
絡
を
。

■問
同
所
☎
０
２
７
―
２
２
１
―
５
２

８
４

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
４

　

名
作
映
画
劇
場
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
６
日
㈪
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」（
ジ
ョ

ン
・
ウ
ェ
イ
ン
主
演
）

■申
当
日
同
館
へ
直
接

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
―
２
８
７
―
８
２
２
７

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
っ
て
冬
の
赤

城
山
の
散
策
を
楽
し
む
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

区
画
整
理
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

　

新
前
橋
駅
前
第
三
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
１
月
20
日
㈮
〜
２
月
２

日
㈭
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

縦
覧
場
所
＝
〈
平
日
〉
市
役
所
市
街

地
整
備
課
〈
土
日
曜
〉
市
役
所
当
直
室

対
象
区
域
＝
古
市
町
、
箱
田
町
の
各

一
部

意
見
書
の
提
出
＝
こ
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
意
見
の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、

２
月
16
日
㈭
ま
で
に
知
事
宛
て
に
意

見
書
を
提
出
で
き
ま
す

■問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
９

６
３

ようこそ
市長室へ

HP

　今年も前橋は変わります。急激な変化で
はなく、毎年１％ずつ変化していけば数年
後には大きな成長を遂げます。人間とチン
パンジーのDNAの違いは１％だそうです。
　納税への批判や苦情は激減し、各窓口対
応も市民に寄り添うようになりました。文
化や歴史に光が当たり、花火大会は見違え
るほど変わったとの評価を得ています。
　市民の皆さんに１％の変革の未来を信じ
てもらう事が私の責任です。「本当に前橋
は変わるのか？」と半信半疑の方々が、「前
橋の誇りを一緒につくり上げよう！」と思
ってくださること、前橋の未来を信じてく
ださることを願っています。

□
前
橋
市
地
区
赤
十
字
有
功
会

＝
図
書
５
２
９
冊
を
市
内
の
小

学
校
へ

□
さ
わ
や
か
健
康
料
理
教
室
＝

３
，
３
８
１
円
を
生
涯
学
習
の

た
め
に

□
東
造
形
サ
ー
ク
ル
＝
１
万
３
，

９
５
３
円
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

□
市
内
１
２
７
の
企
業
・
個
人

か
ら
＝
年
賀
ハ
ガ
キ
１
万
８
，

１
２
０
枚
を
市
内
小
学
校
・
特

別
支
援
学
校
へ

□
一
市
民
＝
２
万
円
を
児
童
福

祉
の
た
め
に

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111 広報まえばし　平成29年１月15日号15 14申し込み 　 問い合わせ

01


